
～清流がよみがえった源兵衛川の歴史と未来を考える～ 

源兵衛川エコレンジャー養成講座 
―グラウンドワーク三島・受講生募集― 
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講座 

ご希望の講座欄に✔をお付けください 

□1/11(火)  □1/18(火)  □1/23(日) 

□1/26(水)  □2/1(火) 

□2/5(土)   □2/22(火) 

回 日 時 講義名 講 師 場 所 

1 
2011 年 
 1/11(火) 18:30～20:30 

座学 1 源兵衛川再生物語 

～市民団体の取組み～ 
都留文科大学教授  渡辺 豊博 

Via701 
ギャラリー 

2  1/18(火) 18:30～20:30 座学 2 源兵衛川流域の植物 富士常葉大学非常勤講師 菅原 久夫 
Via701 
ホール 

3  1/23(日) 9:30～12:00 実学 1 源兵衛川生態系実習（現場学習）① 
富士常葉大学非常勤講師 菅原 久夫 

日本野鳥の会東富士支部 滝 道雄 
源兵衛川 
流域 

4  1/26(水) 18:30～20:30 座学 3 源兵衛川流域の魚類 富士常葉大学教授      山田 辰美 
三島市民 
活動センター 

5  2/ 1(火) 18:30～20:30 座学 4 源兵衛川流域の生態系と水生動物 
富士常葉大学非常勤講師 加須屋 真 

長泉北中学校教諭      遠藤 浩紀 
Via701 
ホール 

6  2/ 5(土) 9:30～12:00 実学 2 源兵衛川生態系実習（現場学習）② 

富士常葉大学附属環境防災研究所 関川 文俊 

長泉北中学校教諭         遠藤 浩紀 

富士常葉大学非常勤講師     加須屋 真 

源兵衛川 

流域 

7  2/22(火) 18:30～20:30 
まとめワークショップ 
「源兵衛川の生物多様性を守るためには？」 

都留文科大学教授      渡辺 豊博 
Via701 
ホール 

 NPO 法人グラウンドワーク三島は、「水の都・三島」の原風景・原体験の再生と復活を目的として、 

市内 50カ所以上で実践的・持続的な市民活動をすすめてきました。 

 最初に手がけた活動としては、ゴミの放置やヘドロの堆積で汚れていた農業用水路「源兵衛川」の 

環境改善活動です。市民・NPO・企業・行政がパートナーシップを組み水辺環境の改善に努力した結果、 

今では絶滅危惧種のホトケドジョウやホタル、カワセミが生息する豊かな水辺環境が復活し、 

多くの市民が憩う親水空間によみがえりました。 

 しかし、平成 19 年 12 月、源兵衛川中流部において生コンクリートの流出事敀が起こり、清流の 

シンボルであるホトケドジョウを中心として多くの魚類、水生生物が死滅してしまいました。 

そこで、平成 21年までの 3 年間にわたり、生態系調査を行い、ホトケドジョウの生息数が事敀前の 

水準までに回復されていないことや、外来種・園芸植物などが繁茂し、昔の「源兵衛川」の環境が失われていることが明らかになりました。 

 今回、源兵衛川の生物多様性を守り育てるために、生態系の再生や生息環境の維持管理について学び、人材育成を行う「源兵衛川エコレ

ンジャー養成講座」を開講します。ふるさとの川・源兵衛川の生態系や自然再生に興味と関心のある方々のご参加をお待ちしています。 

渡辺 豊博 
1991 年、三島の水を守り、育てるた

めの市民運動を開始。1992 年にはグラ
ウンドワーク三島（現在 NPO 法人）を

立ち上げる。以来、理事・事務局長とし
て、具体的で実践的な市民運動の中核的
な役割を担っている。 

山田 辰美 
NPO 法人「里の楽校」理事長、「瀬戸川フ

ォーラム」代表。SBS ラジオ「山田辰美
の土曜はごきげん」のパーソナリティーも
務める。川や里山などの生態研究や環境教

育の最前線に立つ。 

菅原 久夫 
横浜国立大学にて植物生態学を学ぶ。

高校・短期大学で植物社会学を教える。

植物社会学の調査・研究で日本各地、ヨ
ーロッパ、北アメリカ、ロシア、東アジ
アを歩く。SBS 学苑講師、富士山自然誌

研究会代表。 

遠藤 浩紀 
源兵衛川の環境再生事業当時か

ら水生生物調査を担当。グラウンド

ワーク三島生態系アドバイザーを

務める。中学校の理科教諭として教

壇に立つ。 

滝 道雄 
源兵衛川流域や松毛川などの鳥

類調査や、子ども対象の自然観察会

の講師などを務める。 

鳥類のアドバイザーを務める。 

加須屋 真 
富士山トンボ池の会会長として御殿場

市で 4 箇所のビオトープを手掛ける。ま
たグラウンドワーク三島生態系アドバイ
ザーとして、源兵衛川、中郷温水池、境川・
清住緑地、三島南高校ビオトープ、函南さ
くら保育園ビオトープなどにも参画。 

 

関川 文俊 
静岡大学にて水生生物やビオ

トープを学ぶ。現在、富士常葉大
学附属環境防災研究所の研究員
として、県内の河川や里山で生態
研究や保全・再生に携わる。 

＊この事業は「三井物産環境基金」の助成を受けて実施します。 

申込書 
⇒E ﾒｰﾙ info@gwmishima.jp 

 FAX (055)973-0022 

講
師
の
紹
介 

ボランティア活動・メンバー募集中 
皆さんの得意技を、ボランティア活動で発揮してみませんか！？ 
三島梅花藻の里や鏡池ミニ公園の手入れや、農業・加工、木・竹製品づ

くりなど、皆さんの趣味を活かす場所がたくさんあります。 
グラウンドワーク三島の先駆的・実践的な事業を支えているのはボランテ

ィアの皆さんの力です。積極的なご参加をどうぞよろしくお願いします。 
※お問合せや申込みは、電話・E メール・ホームページでも受け付けています。 

 

■会場のご案内 
 ・Via701 （三島市本町 1-40） 
 ・三島市民活動センター 
       （三島市本町 3-29 三島本町タワー4 階） 
 
※ ご質問や詳細内容につきましては、お気軽にグラウンドワ

ーク三島までお問い合わせください。 
※ ご登録いただいた情報は、この目的にのみ使用します。 

-清流のシンボル- 

ホトケドジョウ 

【お問合せ・申込先】 

NPO法人グラウンドワーク三島（担当：村上・渡辺） 

（平日 9:30～18:30） 

〒411-0857 静岡県三島市芝本町 1-43 

電話: 055-983-0136 FAX: 055-973-0022 

E-mail: info@gwmishima.jp 


